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基本操作を覚える 


■ キーの基本操作 


旧1 1 LG 設定ガイド 
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♦ 基本操作を覚える 

各部の名称や基本操作を説明しています。 

参 Google アカウントを設定する 

Gmail や Android マーケットなどのサービスを利用するために行います。 

参電話をかける 

着信履歴/発信履歴や電話帳を利用してかけることちでさます。 

参電話を受ける 

応答を保留することもできます。 

参連結先を移巧する 

これまでお使いの au 電話からデータを移行することびでさます。 

• au one-ID を設定する 

au one Market から Android アプリをダウン□-ドするために行います。 

参 E メールを設定する 

E メール （~@ ezweb . ne . jp ) を利用するために行います。 

参 Wi - Fi ® を設定する 

無線 LAN 機能の設定を行います。 

参電池消費を軽減する 

「電源管理」の設定を切り曾えることで電池の消耗を抑えることびでさます。 


^ I . .つち源キ^ 

^ - - 電源の ON / OFF などに使用します。 


ディスプレイ（タッチパネル） 

ディスプレイに表おされる項目やキーなどを直接指でタッチ 
して操作します。 


r 田 I メニューキー 

操作の途中で使用でさるオプションメニューを表示します。 


r な Iホームキー 

ホーム画面を表おするとさなどに使用します。 

r ち I 戻るキー 

1つ前の画面に戻ります。 



■ タッチパネルの基本操作 



タップ 

メニューや項目に軽く触 
れて、すぐに指を離しま 
す。 


ロングタッチ 

メニューや項目に指を触 
れた状態を保ちます。 



スライド 

画面に軽く触れたまま、 
目的の方向へなぞりま 
す。 


フリック 

画面を指ですばやく上下 
左ちにはらうように操作 
します。 


Goo 封 e アカウントを設定ずる 


Goo 旨 le アカウントをセットアップすると、 Gmail や Android マーケットなどの Goo 呂 le び提供するオンラインサービスを利用でさます。 
お買い上げ後、初めてに1 1 LG の電源を入れたときに表おされる初期設定画面で、 Goo 旨 le アカウントをセツトアップしてください。 


ューザー名 

お客様の Goo 旨 le アカウント（ユーザー ID )、 およびメールアドレスとなる任意の夕字列を登録します。 

お好きなユーザー名を登録でさますび、他のユーザーと重複するユーザー名は設定でさません。 

■パスワード 

Goo 呂 le アカウントを利用する際のパスワードを登録します。 



ホーム画面で [ M ] を [巧へ]をタツプ 

タップ 


[作成]をタップ ち-姓とユーザーちを 

※すでに Google アカウント 入力して[巧へ]をタップ 

をお持ちの場合は、「□グイ ※他のユーザーびすでに使用 

ン」をタツプしてください。 しているユーザー名は使用 

でさません。 


パスワードとパスワード パスワードをちれた場合 

の確認を入力して[巧へ] にほ用する質巧と答え、 

をタップ モ備のメールアドレスを 

入力して[作成]をタップ 

※予備のメールアドレスは、パス 
ワードを忘れた際などに使用し 
ます。入力を省略でをます。 



内客を確認して[同意 
して巧へ]をタップ 


画面に表巧されている文字列 
を入力して[巧へ]をタップ 


[巧へ]をタップ 


[セットアップを完了] 
をタップ 


■ 電源を入れる 


^ ~: 〇 ~ I—■ づ ^ 

I I を長}甲し 



画面を上へスライドして 
□ックを解除する 




I を I a 心 ..I @ 



画面□ックび解除されて 
ホーム画面び表示されます。 



ス U —プモードについて 

に1 1 LG を一定時間操作しなかった場合、自動的にディスプレイの表示び消えて、ス U —プモー 
ドに移行します。 

また、操作中に I - 1を押した場合もス U — プモードに移行します。 

スリープモード中に I - i を押すと、スリープモードが辭除され、□ック解除画面び表示されます。 


■ 文字入力の基本操作 

に1 1 LG では、文字入力時に画面下部にソフトウェアキーボードび表示されます。 

画面のキーをタップして夕字を入力します。 

〇キーに割り当てられている1つ前の文字を表示します。 
0力ーソルを左/ちに移動したり、変換時の文字の区切 
りを変更したりします。 

包記号と顔文字一覧を表示します。 

〇入カモードを切り替えまず。 

0大文字/ル文字を切り替えたり、濁点/半濁点を付け 
まず。 

包各キーに割り当てられた文字を入力できます。 

〇力ーソルの左にある文字を削除します。 

包スぺースを入れたり、入力変換をしたりできまず。 

包入力中の文字を確定/改行します。 

フリック入力について 

キーを上下左ちにフリックすることで、キーを繰り返して 
タップすることなく、入力したい夕字を入力することびで 
さます。キーを□ングタッチすると、フリック入力で入力 
でさる fl 吴補（フリックガイド）び表示されます。入力したい 
夕字び表示されている方向にキーをフリックすると文字び 
入力でさます。 


音声入力について 

文字入力画面で@をロングタッチ^ [入カモード切替] 

-[音芦入力]^ [音芦入力開始]とタップすると音芦入力 
画面び表示されます。 

音芦入力画面で送話□(マイク）に向かって入力したいキー 
ワードを話します。 


お話しくださし、 

を 



フリックガイド 



電話をかける 


電話番号を入力して電話をかける 

- J 090-8888-XXXX 


[写 


險 .1 — 苗 

M 僅 田 

ホーム画面で [ g ] をタップ 


► 


2 abi 


5 - 


8 TW 








* 0+ # な 

電話番号を入力して 
[ b づ] をタップ 


I 連絡先か5電話をかける 




3… 




m « 


電話番号入力画面で[連 
結巧]をタップ 


夕ぉ* か； 

携帯なモ ミ 

出携帯 - as I 

[出 証郎 |[ 

g I 携帯巧が ■■ 


電話をかけたい巧手を 
タップ 


■ 通話履歴か5電話をかける 






8 T … 






携帯巧郎 

…前田 

|w 携帯兰郎 

... 〇| 

•* 巧巧な郎 

關前口 

^ 携帯云郎 

麵因 


電話番号入力画面で 
[通話履歴]をタップ 


電話をかけたい巧手を 
タップ 


I m 

思严 


[ Q ] をタップ 


^ E ^ jTT 311111 

•體 ミ郎に発信 を 

SMS ィ乍成 回 

表示 Q 


[ 削除 I 

[ Q ] をタップ 


電話を受ける 



通話び開始されます。 


着信中に[電話に出る]をタップ※ 電話を切るとをは[終了]をタップ 

※ス u — プモード中に電話に出る場合は [ D ] をちにスライドします。 



連絡巧を巧巧する 


力ードに巧巧し、 . 
1 LG にセット ^ 

ち湖こついては、 これま^ 


出 


除 I Lai ta 




これまでお使いの携帯電話から 、 microSD メモリカードを使ってに11 LG にデータを移行できまず。 

これまでおほいの携帯 
電話の連結巧（アドレ 
ス帳）を micmSD メ 
モ y 力ードに巧巧し、 

旧1 ■ 

保存方注 

でお使いの携帯電話の取扱説 
明書などをご参照ください。 


-签 B 

ホーム画面で [ g ] をタップ 




3。。 


ら MN 



[まな巧]电タップ 

^^^- Vcards.vcf 

り-ル1014:03:30 


■ インポート【0) ■ キャンセル I 


を押す一[その他] [ microSD か6イン 

一[インポート/エクス ポート]をタップ^ 

ポート]をタップ 

《複数のアカウントび登録されている場合は、どのアカウントに登録するかを選択する画面び 
表示されます。画面の指示に従って操作してください。 


インポートしたい頃目を選 
択一[インポート] 一 [ OK ] 
をタップ 




































































































































































































au one - ID を設定ずる 


au one - ID を設定すると au one Market や Android マーケットに掲載されているアプリケーシヨンの購入びできる 「 au かんたんミ夫済」の利用をはじめとする、 au 提供のさまざまなヴービスびご 
利用になれます。 

主な設定項目は次のとおりです。（巧の項目 m 州こお客様の「秘密の質問と答え」、「連絡先 E メールアドレス」、「生年月日」、「性別」の登録び必要となります。） 


au on 有-の※ 

お客様の au one-ID (ユーザー ID ) となる au 電話番号または任意の夕字列を登録します。 

au one - ID パスワード 

au one - ID を利用する際のパスワードを登録します。 

ニックネーム 

au one Market でコメントを記載する際に利用するニックネームを登録します。 


※他のユーザーと重複する 「au one - ID 」 は登録できません。 




ホーム画面で [田] を 
タップ 


[au one-ID 設定]をタップ 


巧客を確認して [OK] を 
タップ 


[au one-ID の設定 • 巧巧] 
をタップ 


セキュリティパスワードを 
入力一 [OK] をタップ 



パスワードを入力->内客を確認して[利用規約に同意 [設定画面へ]をタップ 生年月日、搏密の質巧 

して登録]をタップ と答えを乂力^ [入力 

《 au 電話き号 LU 外のお好きな au one-ID の新規登録を行う場合 完了] を タップ 

は、[お好きな au one-ID を登録したい方はこち引より新規登 
録を行ってください。 

※すでにお持ちの au one-l □を設定する場合は、[取得済みの au 
one-ID を設定したい方はこち 5 ] より設定してください。 




Wi-Fi® を設定する 


無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能を使い、家庭内で構築した無線 LAN 環境や外出先の公衆無線 LAN 環境などを利用してインターネットに接続できます。 

本書に記載の設定方法で Wi - Fi ® の設定を行う勵ホ、設定したい無線 LAN 機器や公衆無線 LAN の電波を受信できる環境で設定を行う必要びあります。 
Wi - Fi ® の設定をする前に、下記の情報をご確認ください。 


SSID 

接続する無線 LAN 機器や公衆無線 LAN ヴービスの設定上の名称 

パスワード 

無線 LAN 機器や公衆無線 LAN ヴービスに接続するためのノ スワード 


《すべての公衆無線 LAN サービスとの接続を保証するものではありません。 

《公衆無線 LAN サービスをご利用になるときは、別途サービス提供ちとの契約などび必要な場合びあります。 

《 Wi - 円®機能を有効にした場合、電池の消費び大きくなります。 Wi - Fi ® を使用していないときは、 Wi - 円®機能を OFF にすることをおすすめします。 





接続する Wi-Fi® ネットワー 
クの SSID をタップ 

※接続したい Wi-Fi® ネットワー 
クび表示されていない場合は、 
[Wi-Fi ネットワークの追加]を 
タツプして手動で入力して < だ 
さい。 


パスワードを入力一[巧続] 
をタップ 

※セキュリティび設定されていな 
い Wi-Fi® ネットワークを選択し 
た場合、この操作は不要です。 



E メールを設定ずる 


E メール（〜 @ ezweb . ne . j がのご利用には、に NET のお申し込みが必要でず。購入時にお申し込みにならなかったちは、 au ショップまたはお客さまセンターまでお問い合わせください。 
E メール（〜 @ ezweb . ne . jp ) は、 E メールに対応した携帯電話やパソコンとメールのやりとりびできるヴービスです。で章の他、写真や動画などのデータを送ることびできます。 
お買い上げ後、初めて E メールを起動すると、初期設定画面び表示されます。 

初期設定を行うと、自動的に E メールアドレスびミ夫まります。初期設定時にミ夫まった E メールアドレスは、変更することびできます。 

《 au 電話からの機種変更の場合、初期設定を行ラと、な前ご使用の機種で利用していた E メールアドレスびそのまま継続されます。 


■ E メールの初期設定をずる 




m 

4 ii 


ブ-ル?ドレスの巧巧-設定を巧います。 


皆 I 山- @ 

醒 SZD 麵圓 


巧、 IS NET およ! 


圆 


!呈迪を佳用したるちを巧うた 
ET およびがわ卜通ち巧定篇ホ-ヒ||ス 
I入を巧くお奨めします。 


ホーム画面で [巧] を 内客を確認して [OK] をタップ 

タップ E メールの初期設定が完了するとお客様の 

E メールアドレスが表示されます。 

■ E メールアドレスを変更する 


E メールのアドレスを確認ずる 


[1： 




割な 叫 命， 

立 昼 < B 

陥 

ホーム画面で [号] を 
タップ 


〇〇 


m 


た1 



を信-作巧强是 

巧值ちアドレス行旨5«で/罢«などの结ち 

—ルちち/这巧時などの a 知田ち 

フオルダ□ツク時のバスロード虽$ 

ア K レス巧更■その化の設定 




I田 I 一 [E メール 設定] 
をタップ 


0%使巧中 


ソフトウェアパージョン 01.10.00 


[E メール情捕]をタップ 


[E メールアドレス]欄にお客様の 
E メールアドレスび表示されます。 


傾 7 


Td 心 I 命 

を n 

国 固 


QQOO 




@ @ 〇 @ 

苗 '…'… 






ホーム画面で [ 号 ] をタップ 

をタップ 


[E メール 設定]を 
タップ 


[アドレス巧更-その他 内客を確認して [OK] 

の設定]をタップ をタップ 


[ E メールアドレスの 暗証番号を入力一 

巧更]をタップ [送信]をタップ 




内容を確認して [ 巧語する]をタップ E メールアドレスを入力 ■> [ 送信]をタップ [OK] をタップ 


PC メールについて 

PC メールでは 、 au one メールなどの普段パソコンで使用しているメールアカウン 
卜を設定して、に1 1 LG からメールを送受信できます。 

Gmail にごいて 

Gmail とは、 Goo 旨 le び提供するメールヴービスです。に11 LG から Gmail の送受 
信などびでさます。 

パソコンやに1 1 LG のブラウザか日も Gmail を利用し、メール情報を共有すること 
びでさます。 


電池消費を軽減する 


■ 電力管理ウィジェットを利用する 

電力管理ウィジェットを利用すると、 Wi - Fi ® 機能、 Bluetooth ® 機能、 GPS 機能、自動同期の ON / OFF を切り督えたり、画面の明るさを調舊することびできます。利用していない機能をこまめ 
に OFF にしたり、画面の明るさを暗めに調整することで電池の消費を抑えることびでさます。 


因 


回 


留 


，4 l 


軌 面 

a 盛 口 B 

ホーム画面で I 田 を押す 
^[追加]をタップ 



ism 


唆 I a 






[電力管理]をタップ 

ホーム画面に電力管理ウイジェット 
び追加されます。 


M 盛 口 B 

設定を切り替える機能の 
アイコンをタップ 


■ 起動中のアプリケーシヨンを終了する 

使用していないアプリケーションを終了することで電池の消費を抑えることびできます。 


留 


倒 m 

a 盛 □ B 

ホーム画面などで の 
を□ングタッチ 




[アプ y ケーシヨン マネー 
ジャー] をタップ 


按了するアプリケーシヨンのち 
の[停止]または[をて停止] 
をタップ 



Wi - 円®機能の ON / OFF を切り曽えることびできます。 


Bluet 00 か®機能の ON / OFF を切り督えることびできます。 


GPS 機能の ON / OFF を切り替えることびできます。 


アプリケーションの自動同期の ON / OFF を切り替えることびでさま 
ず。 


画面の明るさを「自動調整」、「暗い」、「通甫」、「明るい」の4種類 
に切り替えることびでさます。 


かんたん設定にごいて 

ホーム画面などで画面上部のステータスバーを下にスライドすると、かんたん設定アイコンび表示されます。アイコンをタップすることでマナーモード設定、 Wi - Fi ® 機能、 Bluetooth ® 機能、 
GPS 機能、自動回転の ON / OFF などを切り曾えることびできます。使用していない機能をこまめに OFF にすることで電池の消費を抑えることびできます。詳しくは、『取扱説明書』の 
「通知パネルについて」をご参照ください。 














































































































































